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成果（何をどれだけ） 今後の課題・方向性

〇販売促進活動の推進 〇生産拡大

●鹿野そばの知名度には定評があり、
新商品の開発及び各種イベントでのＰＲ
により、更なるブランド化に取り組んでき
た。
●大阪ＡＴＣで開催される商談会を通し、
鹿野の生姜が注目され、今後の需要の
伸びに期待できる。
●鹿野地鶏については、随時ＰＲ等に取
り組んできたが、主力の新商品開発まで
には至らなかった。

●新商品も開発され販路拡大が期待されるが、
現在鹿野産そば及び生姜はいずれも不足してい
る状況であるため、今後の生産量の増加が急が
れる。
●鹿野地鶏のブランド化・販売促進に向けた取り
組みは引き続き行う。

●一心庵と共同でそば粉を使用した菓子
「ビスコッティ」を開発した。
●従来の生姜シロップに西地域産イチゴを
加えた新たな生姜シロップを開発した
●鹿野地どりピヨの生産体制を見直し、新
会社設立によるブランド化・販売促進を
図った

- -
B.概ね
達成

3.現状
維持

●そば加工品等の開発
　０件　（単年度目標　３件）
●生姜加工品等の開発
　０件　（単年度目標　３件）

●鹿野地どりのブランド化・販売促進
支援

- C.未達
2.改善
継続

●そば栽培及び生姜栽培について、いずれも
目標栽培面積に達成されず、短期目標である

生産拡大に至っていない。

●生産拡大の取り組みを引き続き
推進しつつ、新たな加工品の開発
と道の駅との連携による販路拡大
について平行して取り組む。

●鹿野地どりのブランド化・販売促
進については、引き続き新会社と
連携をとりつつ支援を強化する。

●そば加工品等の開発支援
　・かりんぼう
　・そばぜんざい
　・とっとり鹿麗（カレー）そば　他

●生姜加工品等の開発支援
　・生姜シロップ
　・和菓子（宝月堂・戸信商店）
　・しょうが飴　他

●鹿野地どりのブランド化・販売促
進支援（生産数11,000羽）
　・地鶏すし
　・地鶏そば　他

●温泉イチゴのブランド化・販売促
進支援（生産量7,500株）
　・イチゴ大福（気高町ふね）　他

- A.達成
3.現状維

持

〇有害鳥獣駆除体制の整
備とジビエの有効利用

〇販路開拓

●有害鳥獣駆除体制の整備とジビエの
有効利用について、地元シシボタンの会
の活動によって、捕獲、解体処理、販売
に至るまでの仕組みが定着した。

●引き続き、いなばのジビエ推進協議会と連携
し、東部地区で捕獲されたイノシシ・シカの有効活
用と、解体処理者の技術向上を図る。

●会社等への現役就労者は、農業従事者と比べ
て有害鳥獣捕獲の実労働時間が少ない。定年退
職後の農業従事者をターゲットに狩猟者の確保を
図る。

●いなばのジビエ推進協議会と連携して活
動（解体技術講習会、先進地視察支援等、
ジビエフェア）
・中級者向け解体処理研修（7/14）
・初心者向け解体処理研修（7/21）
・とっとりジビエ推進コンソーシアム参加
（8/27）
・ペペネーロイタリア館木下シェフ等による
ジビエ料理教室（7/9ほか5回）
・とっとり肉肉カーニバル（10/27）、イイニク
感謝祭（11/24.25）等各種フェア参加
●新規資格取得者　２名

- -
B.概ね
達成

3.現状
維持

●解体技術講習会
鹿野町イノシシ食肉解体処理施設
にて３回実施

●狩猟者新規資格取得者
　　0人　（目標　３人）

-
B.概ね
達成

3.現状
維持

●「いなばのジビエ推進協議会」と「地元シシボ
タンの会」との連携により、「鹿野町イノシシ食
肉解体処理施設」において、狩猟者を対象とし
た解体技術講習会を継続的に実施した。

●ジビエの地域ブランド化と販路拡
大のため、引き続き狩猟者の確保
と解体処理講習会等の狩猟者育
成を実施し、有害鳥獣駆除体制の
整備を推進する。
●ジビエ商品の販路開拓につい
て、主に道の駅と連携し推進する。

●解体技術講習会
鹿野町イノシシ食肉解体処理施設
にて　１回実施

●狩猟者新規資格取得者
　　4人　（目標　３人）

●ジビエ利用頭数
　・シカ　　　32頭
　　　　　　食肉0.4ｔ
　・イノシシ178頭
　　　　　　食肉2.7ｔ

●ジビエ商品
　・猪肉カレー
　・猪ソーセージ
　・鹿ソーセージ　他

- A.達成
3.現状維

持

①地場産業
の振興

農畜産物の振興

地域ブランドの確立
と生産量確保及び販
路拡大

【農林水産業の成長
産業化】

〇そば、生姜及び白ネギの
生産拡大

〇道の駅との連携による販
路拡大と6次産業化を目指し
た新たな加工品の開発

〇特産物の安定供給及
び生産拡大

●そば生産拡大の取り組みは、平成２９
年度末５０ha目標に対し、４０ha（▲１０
ha）であった。
●生姜生産拡大の取り組みは、平成２９
年度末３ha目標に対し、１ha（▲２ha）で
あった。

●鹿野そば道場におけるそばの使用について、
秋田・北海道産のそばを使用している現状であ
り、鹿野産そばの生産拡大が急がれる。
●生姜は加工品としての需要が伸びており、生姜
の生産拡大が急がれる。

●そば栽培における従来の交付金制度に
加えて、新たに生産性向上対策を実施した
圃場への交付金支給を行い栽培面積の拡
大を推進した。
　目標面積　５０ha→３５ha
●生姜生産技術講習会を開催し、収量増、
栽培面積拡大を推進した。
　目標面積　３ha→１ha

- - C.未達
2.改善
継続

●そば栽培の拡大
　面積２２ｈａ(目標５０ｈａ）

●生姜栽培の拡大
　面積　１ｈａ（目標　３ha）

- C.未達
2.改善
継続

●そば栽培及び生姜栽培について、いずれも
目標栽培面積に達成されず、短期目標である
生産拡大に至っていない。

●生産拡大の取り組みを引き続き
推進しつつ、新たな加工品の開発
と道の駅との連携による販路拡大
について平行して取り組む。

●鹿野地どりのブランド化・販売促
進については、引き続き新会社と
連携をとりつつ支援を強化する。

●そば栽培の拡大
　面積52.3ｈａ(目標５０ｈａ）
　収量19.6ｔ

●生姜栽培の拡大
　面積1ｈａ（目標　３ha）
　収量6.1ｔ

●誘致企業によるイチゴ栽培
　とっておき7,500株定植

-
B.概ね達

成
3.現状維

持

●そば栽培
　　・面積43.9ｈａ（目標50ha作付）　・収量
12.8ｔ

●生姜栽培
　　・面積0.65ha（目標3ha作付）　・収量14.4ｔ

●イチゴ栽培
　　・20,340株（目標20,000株）　・収量7.1ｔ

- -
B.概ね
達成

3.現状
維持

●そば栽培
　　（目標50ha作付）

●生姜栽培
　　（目標2ha作付）

●イチゴ栽培
　　（目標24,240株）

●そば栽培
　　43.9ha（目標50ha作付）、収量13t

●生姜栽培
　　1.24ha（目標2ha作付）、収量1.94t

●イチゴ栽培 ※とっておき
　　20,346株（目標24,240株）、収量8.12t

- -
B.概ね
達成

2.改善
継続

鹿野そばの生産は安定しており現
在の需要に対して十分な収量を確
保している。生姜や新規の温泉イ
チゴについても安定的な収量が確
保された。

地場産業の再生及び耕作放
棄地を解消するため、農産物
の生産拡大を目指すととも
に、安定した供給量に合わせ
た販路開拓など、需要拡大に
向けたPR等支援を行う。

・鹿野町総合支所
  産業建設課
・農政企画課

鹿野町民音楽祭や
鳥の演劇祭などの
継続開催

【文化芸術によるま
ちづくりの推進】

〇開催支援の継続 〇開催支援の継続 〇開催支援の継続

●鹿野町民音楽祭は31回、鳥の演劇祭
は10回と創意工夫を重ねながら、継続
開催されてきた。この間、芸術文化の振
興はもとより、地域を支える人財育成、
学校教育、県内外、国内外への情報発
信、鳥取市の知名度アップに貢献した。

●課題：運営に係る自己財源の確保
●方向性：引き続き継続開催に向けた支援を行
う。

●鹿野町民音楽祭事業補助金
第32回鹿野ふるさとミュージカル上演
「鹿野にはかっぱやまどりくもの糸！」
・日時　平成30年6月10日
　　　　　午後2時～
・場所　鳥取市民会館
・観客数　536人
●「鳥の演劇祭１１」開催支援
・平成30年9月6日～23日
・観客数4,852人

3,650 5,338 A.達成
3.現状
維持

●鹿野町民音楽祭事業補助金
第33回鹿野ふるさとミュージカル上演
「踊り見の城～もう一つの因幡攻防戦
～」
・日時　令和元年８月１１日
　　　　 午後２時～
・場所　鳥取市民会館
・観客数　539人
●「鳥の演劇祭12」｢BeSeTo演劇祭」
開催支援
・令和元年10月24日～11月17日

4,350 4,350 A.達成
3.現状
維持

●鹿野町民音楽祭は33回、鳥の演劇祭は12
回と創意工夫を重ねながら、継続開催されてき
た。この間、芸術文化の振興はもとより、地域
を支える人財育成、学校教育、県内外、国内外
への情報発信、鳥取市の知名度アップに貢献
した。

●課題：運営に係る自己財源の確
保
●方向性：引き続き継続開催に向
けた支援を行う。

●第34回鹿野町民音楽祭は、コロ
ナ禍により中止
●「第13回鳥の演劇祭」開催支援
・令和2年9月12日～27日

4,200 980
B.概ね達

成
2.改善継

続

●第36鹿野町民音楽祭は、とりアートに参
加する形で実施

●「第15回鳥の演劇祭」開催支援
・令和4年9月16日～10月2日

4,200 2,864
B.概ね
達成

2.改善
継続

●第37回鹿野町民音楽祭開催支援

●「第16回鳥の演劇祭」開催支援

●第37回鹿野町民音楽祭開催支援（2/25）

●「第16回鳥の演劇祭」開催支援（9/14～
10/1）

●議場劇場（鹿野町総合支所3階）開催支援
（2/9～25）

4,200 4,200 A.達成
3.現状
維持

鹿野町民音楽祭及び鳥の演劇祭
を開催した。
鹿野町総合支所5階を鳥の劇場の
劇場として開放し、議場劇場として
開催した。

今後も情報発信を続け、更な
る知名度アップに向けた取り
組みが必要となる。

・鹿野町総合支所
　地域振興課
・文化交流課

アーティスト・イン・レ
ジデンスの推進

【文化芸術によるま
ちづくりの推進】

〇制作場所や展示場所の
確保と情報発信

〇制作場所や展示場所の提
供と人材確保

〇身近に文化を感じるこ
とができる環境作り

●NPO法人鳥の劇場への活動支援とし
て、公演会場などに公共施設を提供し
た。また、旧鹿野小学校体育館の耐震
化・劇場化改修を実施し、恒久的な活動
拠点整備を実施した。
●アーティスト1名が移住し、鹿野地区コ
ミュニティ施設をアトリエとして創作活動
を開始した。

●課題：活動施設の中には、老朽化が顕著なも
のがある。
●方向性：芸術文化の振興、交流人口拡大、アー
ティストの定住を目的として、関係団体と協議しな
がら推進していく。

●NPO法人鳥の劇場への活動支援
・公演会場提供
　鹿野町総合支所
　鹿野往来交流館童里夢
・制作場所提供
　旧鹿野幼稚園
　旧鹿野小学校体育館
　鹿野地区コミュニティ施設
　勝谷地区コミュニティ施設

-
B.概ね
達成

2.改善
継続

●NPO法人鳥の劇場への活動支援
活動拠点の提供・広報支援
●鹿野芸術祭への支援
活動拠点の提供・広報支援
・関係人口創出拡大事業と連携して
支援

-
B.概ね
達成

2.改善
継続

●NPO法人鳥の劇場への活動支援として、公
演会場などに公共施設を提供した。また、関係
人口創出拡大事業と連携した活動支援を行っ
た。
●鹿野町に移住してきたアーティストが中心と
なり開催した鹿野芸術祭に対して、関係人口創
出事業と連携し、支援を行った。

●課題：活動施設の中には、老朽
化が顕著なものがある。
●方向性：芸術文化の振興、交流
人口拡大、アーティストの定住を目
的として、関係団体と協議しながら
推進していく。

●NPO法人鳥の劇場への活動支援
活動拠点の提供・広報支援
●鹿野芸術祭への支援
広報支援

- -
B.概ね達

成
2.改善継

続

●NPO法人鳥の劇場への活動支援
活動拠点の提供・広報支援。活動拠点につ
いて、旧鹿野小学校跡地の活用について
「旧鹿野小学校跡地利活用検討委員会」を
設置し、住民代表と行政が整備計画につい
て４回の検討を重ねて、旧鹿野小学校跡地
利活用整備計画書をまとめました。

●鹿野芸術祭への支援
広報支援

- - A.達成
2.改善
継続

●NPO法人鳥の劇場への活動支援
活動拠点整備及び広報支援。活動拠点の整備
について地方創生交付金を活用したハードソフ
ト両面での支援をする。

●鹿野芸術祭への支援
広報支援、補助制度活用の支援

●NPO法人鳥の劇場への活動支援
活動拠点整備にあたり、旧校舎・幼稚園施設を
譲渡し、新施設建設のため校舎の一部解体、
旧幼稚園舎の法適合工事の補助を行った。並
行して、「旧鹿野小学校跡地利活用検討委員
会」で住民代表から意見を伺い、計画及び事業
実施に反映した。
また、連携する各種ソフト事業の実施に対して
サポートを行った。

●鹿野芸術祭への支援
広報支援

51,900 51,900 A.達成
2.改善
継続

●NPO法人鳥の劇場への活動支
援
R3の旧鹿野小あり方検討、続い
て利活用検討を行う中で地域住民
代表の意見をまとめ、施設整備案
が整った。地方創生交付金を財源
に３ヶ年のハード・ソフト両面での
事業を展開し、舞台芸術を核とす
る拠点整備に着手することができ
た。

●鹿野芸術祭への支援
広報支援により地域内での活動
周知を図った。

●NPO法人鳥の劇場への活
動支援
R７末に施設整備が完了する
ことから、施設を地域の拠点
として有効利用し、今後一層
の関係・交流人口の拡大に
繋げる。
広場について城跡公園と一
体として管理できるよう、法的
根拠を含む検討が必要であ
る。

●鹿野芸術祭への支援
継続して広報支援を行う。

・鹿野町総合支所
　地域振興課
・文化交流課
・市民生活部
　地域振興課

亀井踊りの継承
【文化芸術によるま
ちづくりの推進】

〇小中学校と連携した取り
組みの検討

〇鹿野学園、亀井踊り保存
会と連携した後継者の育成

〇鹿野学園、亀井踊り保
存会と連携した後継者の
育成

●亀井踊り保存会が、いんしゅう鹿野盆
踊りにおいて、亀井踊りを披露した。

●鹿野学園の独自教科「表鷲科」のカリキュラム
として亀井太鼓が採用された。亀井踊り保存会が
指導にあたる。亀井太鼓に取り組む生徒を中心
に亀井踊りの認知度を高め、後継者育成へとつ
なげる。

●義務教育学校鹿野学園の6年生、7年生
が、選択制により亀井太鼓を学習する。亀
井太鼓に取り組む鹿野学園の生徒を中心
に亀井踊りの認知度を高め、後継者育成
へとつなげる。

-
B.概ね
達成

3.現状
維持

●亀井踊り保存会の活動支援及び学
校教育と連携した継承活動
・義務教育学校鹿野学園の8年生が、
選択制により亀井太鼓を学習。亀井
太鼓に取り組む鹿野学園の生徒を中
心に亀井踊りの認知度を高め、後継
者育成へとつなげる。

-
B.概ね
達成

3.現状
維持

●鹿野学園の独自教科「表鷲科」のカリキュラ
ムとして亀井太鼓が採用され、亀井踊り保存会
が指導にあたり、文化継承に努めた。

●学校教育と連携した継承活動を
引き続き支援し、文化継承・後継者
育成へとつなげる。

●亀井踊り保存会の活動支援及び
学校教育と連携した継承活動
・義務教育学校鹿野学園の8年生
が、選択制により亀井太鼓を学習。
亀井太鼓に取り組む鹿野学園の生
徒を中心に亀井踊りの認知度を高
め、後継者育成へとつなげる。

- -
B.概ね達

成
3.現状維

持

●亀井踊り保存会の活動支援及び学校教
育と連携した継承活動
・義務教育学校鹿野学園の8年生が、選択
制により亀井太鼓を学習する計画だった
が、保存会側の予定が合わず未実施となっ
た。

- - C.未達
3.現状
維持

●亀井踊り保存会の活動支援及び学校教育と
連携した継承活動

●亀井踊り保存会の活動支援及び学校教育と
連携した継承活動
・義務教育学校鹿野学園の生徒が、選択制に
より亀井太鼓を学習する計画だったが、保存会
側の予定が合わず未実施となった。

- - C.未達
3.現状
維持

未実施

後継者不足が課題となってお
り、次世代育成と郷土愛の醸
成のため、鹿野学園での学
習の復活が必要となる。

・鹿野町総合支所
　地域振興課
・教育委員会鹿野町
分室

菅笠等の伝統継承

【魅力ある中山間地
域の振興】

〇新商品開発と後継者育成
〇販路拡大、情報発信及び
後継者確保

〇製品の安定供給と販売
量の増加

●鹿野中学校2年生が総合学習で取り
組んでいる「菅笠製作」の指導を「鹿野
すげ笠を守る会」は年間10回以上、行っ
ている。この活動により、生徒たちは「鹿
野菅笠」に対する愛着を深めており、長
期的に後継者育成に繋がるものと期待
される。また、大阪市東成区の深江細工
保存会との交流は、10年が経過し絆を
深めつつ伝統継承の気運を高めてき
た。

●菅笠をとおした地域館交流事業
鹿野すげ笠を守る会と深江菅細工保存会（大阪
市東成区）との交流支援及び後継者の育成。
●菅笠をとおした地域館交流事業
鹿野すげ笠を守る会と深江菅細工保存会（大阪
市東成区）との交流支援及び後継者の育成。ま
た、会員の高齢化が進んでいるため、若い世代
の取り込みと鹿野菅笠のニーズを新しい感覚でと
らえた次世代への伝統継承を図る。

●菅笠をとおした地域間交流事業
鹿野すげ笠を守る会と深江菅細工保存会
（大阪市東成区）との交流を実施、深江菅
細工保存会が来町し意見交換。
●鹿野学園において「表鷲科」で指導。

-
B.概ね
達成

3.現状
維持

●菅笠をとおした地域間交流事業
鹿野すげ笠を守る会と深江菅細工保
存会（大阪市東成区）との交流は未
実施となった。

●鹿野学園において「表鷲科」で指
導。
・鹿野学園表鷲科（すげ笠）支援

-
B.概ね
達成

3.現状
維持

●大阪市東成区の深江細工保存会との交流
は、10年が経過し絆を深めつつ伝統継承の気
運を高めてきたが、令和元年は未実施となっ
た。
●鹿野学園の「表鷲科」で取り組んでいる「菅
笠製作」の指導を「鹿野すげ笠を守る会」が年
間通して行っており、生徒たちは「鹿野菅笠」に
対する愛着を深めており、長期的に後継者育
成に繋がるものと期待される。

会員の高齢化が進んでいるため、
若い世代の取り込みと鹿野菅笠の
ニーズを新しい感覚でとらえた次世
代への伝統継承を図る。

●菅笠をとおした地域間交流事業
鹿野すげ笠を守る会と深江菅細工
保存会（大阪市東成区）との交流は
未実施であった。

●鹿野すげ笠を守る会が鹿野学園
において「表鷲科」で指導。
・鹿野学園表鷲科（すげ笠）支援

- -
B.概ね達

成
3.現状維

持

●菅笠をとおした地域間交流事業
鹿野すげ笠を守る会と深江菅細工保存会
（大阪市東成区）との交流は未実施であっ
た。

●鹿野すげ笠を守る会が鹿野学園において
「表鷲科」で指導。
・鹿野学園表鷲科（すげ笠）支援

- -
B.概ね
達成

3.現状
維持

●菅笠をとおした地域間交流事業
鹿野すげ笠を守る会と深江菅細工保存会（大
阪市東成区）との交流支援

●鹿野すげ笠を守る会が鹿野学園において
「表鷲科」で指導。
・鹿野学園表鷲科（すげ笠）支援

●菅笠をとおした地域間交流事業
鹿野すげ笠を守る会と深江菅細工保存会（大
阪市東成区）との交流は未実施であった。

●鹿野すげ笠を守る会が鹿野学園において
「表鷲科」で指導。
・鹿野学園表鷲科（すげ笠）支援

- -
B.概ね
達成

2.改善
継続

鹿野すげ笠を守る会が鹿野学園
生徒に対し指導を行った。

鹿野学園での指導を継続し、
次世代育成と郷土愛の醸成
を育む。
深江との交流は双方高齢化
のため長年実現できず、見直
しが必要。

・鹿野町総合支所
　地域振興課
・経済・雇用戦略
課

●鹿野城跡公園の魅力アップと情報
発信の強化
・桜の開花状況、桜ライトアップ掲載
（3月下旬～4月中旬）
・桜祭りにおける屋台村開設

●道の駅との連携による観光客誘致
・西いなばエリアの観光パンフレット
が作成、設置（1,000枚）された。

●果樹の里山協議会による観光農園
の整備にあわせた着地型観光の推
進。
・交流拠点施設として生活改善セン
ターを無償貸付
・農園周辺の農道補修のため、原材
料支給制度を活用（コンクリート10㎥）

- - A.達成
2.改善
継続

●桜シーズンにおける鹿野城跡公園の魅力
アップとして飲食ブース（屋台村）の定着を図っ
た。
●情報発信では道の駅と連携し、ポスターチラ
シ、窓口案内によるお客様誘導を行った。
●河内果樹の里山協議会の交流拠点として、
河内生活改善センターの利活用を図った。

●鹿野桜祭りのボンボリ・ライトアッ
プ、花火大会、飲食ブースの運営
について体制強化する。また多くの
観光客を受け入れることによる交
通渋滞への対策、人気スポットの
過密状態の解消など、課題解決に
向けた取り組みを行う。

●道の駅「気楽里」、鹿野往来交流
館「童里夢」との連携により観光客
誘致の取り組みを行う。
●観光農園、交流拠点施設を活か
した体験交流の推進を行うととも
に、観光商品としての造り込みを支
援する。

●鹿野城跡公園の魅力アップと情報
発信の強化
・桜の開花状況、桜ライトアップ掲載
（3月下旬～4月中旬）
●鹿野往来交流館「童里夢」
・レンタル自転車７台（うち２台は電
動）やバイクラックの設置するととも
に、飲料水や修理工具を無償提供
するなど、快適にサイクリング観光
できる環境を整備
・鹿野城跡散策パンフ、御城印、武
将印作成「鳥取市観光産業育成支
援事業補助金：200千円」
●果樹の里山協議会による観光農
園の整備にあわせた着地型観光の
推進。
・旧河内生活改善センターの建物改
修「中山間地域・地域遊休施設活用
支援事業：4,558千円」
・交流イベント「果樹の里山まつり」
の開催（10/17.18）

4,758 4,758 A.達成
3.現状維

持

●鹿野城跡公園の魅力アップと情報発信の
強化
・紅葉ライトアップの実施、桜のライトアップ
範囲の拡大、桜の開花状況掲載（3月下旬
～4月中旬）

●道の駅「気楽里」、鹿野往来交流館「童里
夢」との連携による観光客誘致の取組み
・パンフレットの更新、各種イベントの開催支
援
・わったいな祭時、文化団体連合会の発表
展示を交流館にて開催

●果樹の里山協議会による観光農園の整
備にあわせた着地型観光の推進。
・わったいな祭と連携し、交流イベント「果樹
の里山まつり」の開催（10/23）

- 264
B.概ね
達成

2.改善
継続

●鹿野城跡公園の魅力アップと情報発信の強
化
・桜時期のぼんぼり・ライトアップに関する住民
活動の支援

●道の駅「気楽里」、鹿野往来交流館「童里夢」
との連携による観光客誘致の取組み

●観光農園、交流拠点施設を活かした体験交
流の推進及び、観光商品ての造り込みの支援

●鳥の演劇の舞台芸術を活用した教育旅行誘
致や誘客イベントの開催

●鹿野城跡公園の魅力アップと情報発信の強
化
・桜時期のぼんぼり・ライトアップに関する住民
活動の支援（点灯：3/22～4/14、来場者：45，
000人）
・ぼんぼり・ライトアップ設備更新及びエリア拡
大（100m延長）、渋滞緩和対策、紅葉ライトアッ
プの実施

●道の駅「気楽里」、鹿野往来交流館「童里夢」
との連携による観光客誘致の取組み
・パンフレットの更新、各種イベントの開催支援
・わったいな祭文化団体作品展示の開催（交流
館）

●果樹の里山協議会による観光農園の整備に
あわせた着地型観光の推進
・わったいな祭と連携した交流イベント「果樹の
里山まつり」の開催

●鳥の演劇の舞台芸術を活用した教育旅行誘
致や誘客イベントの開催
・温泉ガストロノミーウォーキング、とれとれマ
ルシェの開催支援

900 900
B.概ね
達成

2.改善
継続

桜の名所である鹿野城跡公園の
ぼんぼり・ライトアップ等の事業を
行う鹿野桜まつりにおいて、老朽
化した設備の修繕・更新や、安全
確保と渋滞緩和のための交通誘
導等に係る経費を支援することに
より、持続的な運営を図り、市民
に憩いの場を提供するとともに観
光客の誘致や鹿野城下町の賑わ
いの創出を行った。

夜桜ライトアップ見物客の増
加による交通渋滞などオー
バーツーリズムが課題であ
り、引き続き交通誘導を行い
ながら、駐車場の確保や新た
な対策に取り組む必要があ
る。

・鹿野町総合支所
　地域振興課
・観光・ジオパーク
　推進課

●各種イベントの支援・造成
・ええもん市（4/21）
・ふるさとミュージカル（8/11）
・蓮ウォーク（7/15）
・わったいな祭り(10/26-27)

●西日本最大級の蓮の里整備
・植付・施肥・草刈り（9回）

- -
B.概ね
達成

2.改善
継続

●３３回続く町民ミュージカルは毎回、スタッフ１
００人以上、入場者５００人以上を動員してい
る。
●コスモス畑及び「西日本最大級のハスの里」
整備による魅力ある景観形成を住民との協働
作業により実施した。
●わったいな祭は主会場を河川公園に集約し
てイベントを実施、トレーニングセンター・街な
み会場・鳥の劇場・小鷲河地区コミュニティ施
設の5会場で開催し、複合イベントとして盛況で
ある。

●ミュージカルは、多世代間交流
の促進や文化芸術の振興及び地
域を支える人材育成への貢献を勘
案すれば、支援は引き続き必要で
ある。
●引き続き、住民との協働作業に
より「西日本最大級のハスの里」・
花ショウブ畑を整備するとともに情
報発信し、交流人口の増加・地域
経済の活性化を図る。
●わったいな祭は、集客力を高め
るため関係諸団体と創意工夫を重
ねつつ、継続開催する。

●各種イベントの支援・造成
・ええもん市・・コロナ禍により中止
・ふるさとミュージカル・・コロナ禍に
より中止
・蓮ウォーク・・コロナ禍により中止
・わったいな祭り・・コロナ禍により中
止

●西日本最大級の蓮の里・ショウブ
畑の整備
・植付・施肥・草刈り

2,680 1,269 A.達成
2.改善継

続

●各種イベントの支援・造成
・ふるさとミュージカル（とりアートに参加）
・蓮ウォーク（少人数で開催）
・わったいな祭り（9/16～10/2週末だけのま
ちのみせ、文化団体発表・展示、10/23ええ
もん市、SNSによる情報発信）

●西日本最大級の蓮の里・ショウブ畑の整
備
・植付・施肥・草刈り

2,545 2,107
B.概ね
達成

2.改善
継続

●各種イベントの支援・造成
・ええもん市
・ふるさとミュージカル
・蓮ウォーク
・わったいな祭り

●西日本最大級の蓮の里・ショウブ畑の拡大・
整備
・植付・施肥・草刈り

●各種イベントの支援・造成
・蓮ウォーク（7/17）
・わったいな祭り
  週末だけのまちの店（9/16～10/1）
　ええもん市（5/21，10/29）
　文化団体発表（10/29）
　展示1（10/4　～10/30）

●西日本最大級の蓮の里・ショウブ畑の拡大・
整備
・植付・施肥・草刈り

2,352 2,294
B.概ね
達成

3.現状
維持

●令和３年度からわったいな祭を
補助事業に移行し、週末だけのま
ちの店、ええもん市、文化団体発
表、作品展示をおこない地元（じ
げ）の人とものを集める取り組みを
実施した。
「西日本最大級のハスの里」整備
による魅力ある景観形成を住民と
の協働作業により実施した。

●わったいな祭は、集客力を
高めるため関係諸団体と創
意工夫を重ねつつ、継続開催
する。
●引き続き、住民との協働作
業により「西日本最大級のハ
スの里」を整備するとともに情
報発信し、交流人口の増加・
地域経済の活性化を図る。

・鹿野町総合支所
　地域振興課

青谷高等学校の地
域学習・地域連携の
取組を活かした鳥取
西いなばまちづくり
会社活動支援

にぎわい創出と地域
経済の活性化、交流
人口の拡大

【商業とサービス業等
の振興】

「西いなばの逸品」商品
開発

●青谷高等学校の「青谷学」「課題探求」の
取組みを通じたアイデアを活かし、西いなば
地域の素材を使った商品の開発と道の駅
「気楽里」を中心に販路確保
・鹿野のまちづくり現地学習の実施(10/19)
・道の駅」「気楽里」での取組み発表は中止

- -
B.概ね
達成

3.現状
維持

●青谷高等学校の「青谷学」「課題探求」の取
組みを通じたアイデアを活かし、鹿野のまちづく
り現地学習、西いなば地域の素材を使った商
品の開発と道の駅「気楽里」を中心に販路確保

●青谷高等学校の「青谷学」「課題探求」の取
組支援

- - C.未達
2.改善
継続

未実施

近年、鹿野地域での青谷学
が出来ておらず、青谷高への
コンテンツや探求課題の提供
が必要となっている。

・鹿野町総合支所
　地域振興課

３町連携による鳥取
西いなばまちづくり
会社活動支援

にぎわい創出と地域
経済の活性化、交流
人口の拡大

【商業とサービス業等
の振興】

「西いなばの祭典」開催
●３町連携によるまちづくり事業の一環とし
て「西いなばの祭典」を開催する方針だが、
進捗していない

- - C.未達
2.改善
継続

●３町連携によるまちづくり事業の一環として
「西いなばの祭典」を開催

●３町連携によるまちづくり事業の一環として
「西いなばの祭典」を開催する方針だが、進捗
していない

- - C.未達
2.改善
継続

未実施
開催実現のため、３町の連携
を強化する必要がある

・鹿野町総合支所
　地域振興課

空き家の有効利用

【ふるさと・いなか回
帰の促進】

〇賃貸借対象の空き家改
修制度の調査・研究

〇空き家の確保と定住促進
〇空き家の確保と定住促
進

移住定住空き家運営業務委託により、4
年間の移住定住者は、３２家族５９人で
あった。

鹿野地域への移住希望者はあるものの、空き家
が不足しているため、NPO法人いんしゅう鹿野ま
ちづくり協議会と連携し、集落自治会の協力を得
ながら空き家の確保に努め、さらなる移住・定住
の促進を図る。

●移住定住空き家運営業務委託（NPO法
人いんしゅう鹿野まちづくり協議会）
・空き家所有者との協議：7件
・空き家片づけ：3件
・移住相談：30件
・移住者数：6家族17名

700 700
B.概ね
達成

3.現状
維持

●移住定住空き家運営業務委託
（NPO法人いんしゅう鹿野まちづくり
協議会）
・空き家所有者との協議：6件
・空き家所有の売買相談：5件
・空き家片づけ：3件
・移住相談：46件
・移住者数：5組14名

700 700
B.概ね
達成

3.現状
維持

移住定住空き家運営業務委託により、2年間の
移住定住者は、11家族29人であった。

鹿野地域への移住希望者はあるも
のの、空き家が不足しているため、
NPO法人いんしゅう鹿野まちづくり
協議会と連携し、集落自治会の協
力を得ながら空き家の確保に努
め、さらなる移住・定住の促進を図
る。

●移住定住空き家運営業務委託
（NPO法人いんしゅう鹿野まちづくり
協議会）
・空き家片づけ：１件
・移住者数：2組5名

700 700
B.概ね達

成
3.現状維

持

●移住定住空き家運営業務委託（NPO法人
いんしゅう鹿野まちづくり協議会）
・空き家協議、相談：7件
・問合せ件数：県外14件、県内9件
・移住者数：県外2組3名、県内3組7名
・空き家片づけ：0件

700 700
B.概ね
達成

3.現状
維持

●移住定住空き家運営業務委託（NPO法人い
んしゅう鹿野まちづくり協議会）

●移住定住空き家運営業務委託（NPO法人い
んしゅう鹿野まちづくり協議会）
①空き家情報収集、調査、登録、管理
・調査件数　　　 12件
・登録相談件数 13件
・新規登録件数   2件
②移住者支援・マッチング
・問合せ件数 　 17件
・成立世帯数　　  4世帯8人

●地域おこし協力隊員の雇用（1/1～、1名）
空き家や未利用の土地等の活用にむけた調
査、現状把握等

4,002 3,620 A.達成 1.拡充

空き家情報を収集し、登録管理を
行った。問い合わせがあれば移住
者に管理している物件を紹介し、
移住者支援を行っている。

空き家が不足しているため、
いんしゅう鹿野まちづくり協議
会と連携し、集落自治会の協
力を得ながら空き家の確保が
必要。

・鹿野町総合支所
　地域振興課
・市民生活部
　地域振興課

公共交通空白地の
解消

【交通ネットワークの
充実】

〇オンデマンド交通の運行
事業検討

〇オンデマンド交通など利便
性の高い公共交通システム
を検討

〇既存の気高循環バス、
路線バスに共助バスを加
えて、より利便性の高い
公共交通システムを検討
する

気高循環バス「宝木河内線」の鹿野・河
内間において、一部、オンデマンド運行
を開始した。また、平成２９年４月から法
楽寺、二ツ家、鬼入道方面への気高循
環バス運行を開始した。

オンデマンド交通など利便性の高い公共交通シ
ステムを検討。

各地区まちづくり協議会等と連携し地域の
実情に即したオンデマンド交通など利便性
の高い公共交通システムを検討。

- C.未達
2.改善
継続

各地区まちづくり協議会等と連携し地
域の実情に即したオンデマンド交通
など利便性の高い公共交通システム
を検討。

-
B.概ね
達成

2.改善
継続

●運転手不足により気高循環バスの運行が危
ぶまれていたが、地元運送会社が受託した。

●高齢者・学生等の地域ニーズを
把握し、気高循環バスの現行ダイ
ヤの改善や公共交通空白地有償
運送等の運行について、生活交通
会議を立ち上げ検討を進める。

●気高循環バスの地元運送会社に
よる委託運行（バス３便）

-
B.概ね達

成
2.改善継

続

●生活交通協議会による利便性の高い公
共交通システムの検討
・気高町鹿野町生活交通協議会開催　第2
回～第4回（第2回7/20、第3回12/15、第4
回3/2）
・きらり号の実証実験（10/1～3/31）
　利用登録者数　36名（うち気高町：27名、
鹿野町：9名）
・きらり号通信発行No.1～No.5　計5回

- -
B.概ね
達成

3.現状
維持

●生活交通協議会において将来にわたって利
便性の高い公共交通システムの検討
・実証実験延長（9/30まで）及び気高町、鹿野
町全域にエリア拡大（5/8～9/30）
・広報活動（きらり号通信発行、ぴょんぴょん
ネット放送等）
・登録者確保に向けた出前説明会による周知

・気高町・鹿野町生活交通協議会開催 4回
（4/18、8/18、11/14、3/12）
・乗合タクシー実証実験（9/30まで）、5/8～
9/30までエリア拡大
　利用登録者数71人（気高町43人、鹿野町28
人）※目標100人
　実利用39人/71人（55.0％）
・きらり号通信発行 3回（6号,7号,8号,９号）

- - C.未達
2.改善
継続

気高町・鹿野町地域生活交通協
議会を立ち上げ、アンケート実施、
乗合タクシーの実証実験を１年間
行ったが、目標の利用者数に達し
なかった。実績をもとに現状など
検証し、地域ニーズに合った生活
交通について検討を重ねた。

実証実験の検証を踏まえ、現
在運行中の気高循環バスの
利用促進や、協議会の意見
を伺いながらダイヤ改正など
を行っていく。また、一部地域
で必要とされるドアツードアの
交通手段の検討を行う。

・鹿野町総合支所
　産業建設課
・交通政策課

⑤郷土愛を育
む教育の推
進

地域ぐるみで鹿野学
園の教育活動を支
援し、高い志を持ち
ふるさと愛にあふれ
る子どもを育むととも
に魅力ある地域づく
りを進める。

【教育の充実・郷土
愛の醸成】

〇方針決定を受け、地域と
一体となった教育環境の整
備方法を検討

〇しかの学校応援団をはじ
め地域が鹿野学園の児童生
徒と関わりを深め人材育成と
魅力ある地域づくりを進める

〇しかの学校応援団をは
じめ地域が鹿野学園の児
童生徒と関わりを深め人
材育成と魅力ある地域づ
くりを進める

約5年間にわたり、学校、保護者、地域
住民が真剣に協議を重ねH30.4月、義務
教育学校鹿野学園の開校に向けて準備
を整えた。

しかの学校応援団の活動を支援をしつつ学校運
営協議会と連携しながら、地域ぐるみで子どもた
ちを育む気風・環境を整える。

●しかの学校応援団活動支援　　　　　・環
境整備活動等実施

- -
B.概ね
達成

3.現状
維持

しかの学校応援団の活動を支援をし
つつ学校運営協議会と連携しなが
ら、地域ぐるみで子どもたちを育む気
風・環境を整える。

－ A.達成
3.現状
維持

結成以来、鹿野学園の学習・環境・生活支援を
年間通じて行っており、令和元年度は学校行
事への参加を含め２４事業を行った。

引き続き、しかの学校応援団の活
動を支援をしつつ学校運営協議会
と連携しながら、地域ぐるみで子ど
もたちを育む気風・環境を整える。

しかの学校応援団の活動を支援をし
つつ学校運営協議会と連携しなが
ら、地域ぐるみで子どもたちを育む
気風・環境を整える。

－ A.達成
3.現状維

持

●しかの学校応援団の活動を支援をしつつ
学校運営協議会と連携しながら、地域ぐる
みで子どもたちを育む気風・環境を整える。

－ -
B.概ね
達成

2.改善
継続

●しかの学校応援団の活動を支援をしつつ学
校運営協議会と連携しながら、地域ぐるみで子
どもたちを育む気風・環境を整える。
・４年ぶりに総会を実施予定

●地域ぐるみで子どもたちを育む気風・環境を
整えるため、学校運営協議会と連携しながら、
しかの学校応援団の活動を支援した。
・４年ぶりに総会を実施した後、高齢化の進む
組織のあり方や園・学校への効果的な支援方
法などについて協議を進めている。

- -
B.概ね
達成

3.現状
維持

結成以来、鹿野学園の学習・環
境・生活支援を年間通じて行って
いる。令和5年度は学校行事への
参加を含め16事業を行うとともに、
広報活動にも力を入れ新たにに9
名が入団した。

引き続き、しかの学校応援団
の活動を支援をしつつ学校運
営協議会と連携しながら、地
域ぐるみで子どもたちを育む
気風・環境を整える。また各
種広報媒体を通じ幼・保・小・
中の子どもを持つ家庭の祖
父母世代に対し入団を呼び
かける。

・鹿野町総合支所
　地域振興課
・教育委員会鹿野町
分室

長期（～R５年度）における総括

特産物の販路開拓・拡大と６次産
業化に向けた取組み

●鹿野地鶏
㈱ふるさと鹿野の運営から㈱はな
ふさ、㈲ひよこカンパニーを加えた
体制（㈱鹿野地鶏）となり、イベン
ト出店やPRが積極的に行われ、
知名度向上及び販路拡大に繋
がった。また施設の充実や処理技
術の向上など生産体制の強化も
図られた。

●温泉いちご
R2より農業参入した㈱メイワ
ファームHYBRIDが鹿野町の地域
資源である温泉熱を活用した「温
泉いちご」の栽培を開始。安定し
た収量の確保により加工品を含む
販路拡大が図られ、道の駅や和
菓子屋などで好評を得ている。ま
た、R5より開始した「いちご狩り体
験」は年間1,500人が訪れた。
R5生産面積：18.6ha
R5収量：8.12t

●生姜
茲矩生姜に加え、エクルビス㈱の
新規参入で収量の確保が図られ
た。合わせて加工品販売が道の
駅などで好調を得ている。
R5生産面積：1.24ha
R5収量：1.94t

●ジビエ
シシボタンの会によるイノシシ肉
（因州しし肉）やシカ肉の衛生的か
つ高い精肉技術による安定的な
供給が行われた。
・レトルトカレー肉の県外出荷（因
州しし肉カレー）
・県庁食堂など市内飲食店への販
売
・イベントへの積極的な参加によ
るPR活動

地場産業として、引き続き畜
産では鹿野地鶏、農産物で
は鹿野そばをはじめ生姜、温
泉いちごなどの生産拡大及
び販路拡大への取組み、新
規農業参入の企業等に対す
る支援を行う。
また、日本型直払交付金等
の活用による稲作の再生、水
路等農業施設の適切な維持
管理、担い手の確保や有害
鳥獣被害対策の推進により
耕作放棄地の解消を目指
す。

地域ブランドの確立
と生産量確保及び販
路拡大

【農林水産業の成長
産業化】

農畜産物の振興

R５年度R2年度（実績） R４年度

・鹿野町総合支所
　産業建設課
・農政企画課
・経済・雇用戦略
課
・企業立地・支援
課

まちづくり活動組織
との情報の共有を図
り、効果的な情報発
信や連携した取組に
よって、人が訪れる
魅力あるまちを創出
するとともに、国内
観光客の誘客と併
せ、日本文化体験の
受入体制を整備し、
海外観光客の誘客
に取り組む。

●鹿野地鶏の生産拡大及び販売促進支援
　①鳥取地どりブランド生産拡大支援事業
　　事業主体：(株)鹿野地鶏
　　予算額　 ：5,940千円
　　・生産に必要な施設整備の支援
　　・食鳥処理に係る講師招聘経費の支援
　　・地鶏のPR、販売活動費の支援

●温泉イチゴの生産拡大及び販売促進支援
　①企業立地促進補助金
　　事業主体：(株)メイワファームHYBRID
　　予算額　 ：15,000千円（R5.R6）
                    R5 2棟増床
　　　　　　　　　R6 4棟増床予定
　　R5目標　：24,240株　8.7t

●日本酒醸造用米の生産拡大及び販売促進
　支援
　①コメ新市場開拓等促進事業
　　事業者：３生産者
　　面積　 ：0.71ha
    予算額：2,836千円

●加工品等商品開発及び販売促進支援
　①鳥の農場文化交流創造支援事業
　　「地域・観光資源のコラボ新商品開発」
　　予算額　：500千円

●鹿野そば等の加工品開発及び販売促進

●ジビエの加工品開発・ブランド化・販売促進

24,276 4,754 C.未達
2.改善
継続

●鹿野地鶏の生産拡大及び販売促進支援
　①鳥取地どりブランド生産拡大支援事業
　　事業主体：(株)鹿野地鶏
　　実績　　　：3,434千円
　　・生産に必要な施設整備の支援
　　　　（内訳）1,448千円　（堆肥舎整備）
　　・食鳥処理に係る講師招聘経費の支援
　　　　（内訳）1,406千円　（食鳥処置研修等）
　　・地鶏のPR、販売活動費の支援
　　　　（内訳）　580千円　（広告宣伝等）

●温泉イチゴの生産拡大及び販売促進支援
　①企業立地促進補助金
　　事業主体：(株)メイワファームHYBRID
　　予算額　 ：15,000千円（R5.R6）
　　実績　　　：　0千円（5年度実績なし）
     R5の増床なし　R6に4棟増床予定
　　R5の生産実績18.6a 収量8.12t

●日本酒醸造用米の生産拡大及び販売促進
　支援
　①コメ新市場開拓等促進事業
　　事業者：３生産者
   　実績　：１生産者　820千円
　　　　　　　面積2.05ha
    　　　　　出荷・販売数量実績11.0ｔ

●加工品等商品開発及び販売促進支援
　①鳥の農場文化交流創造支援事業
　　「地域・観光資源のコラボ新商品開発」
　　実績　500千円
　　地域・観光資源と地元農産品のコラボ新商
　　品開発、土曜夜市・マルシェ開催、SNSで
　　食×演劇情報発信
　　町内４店舗で提供
　　①そろそろ（鳥劇丼・舞台丼）
　　②箱庭雑貨店（しかのバーガー）
　　③時々（鳥の劇場×TOKIDOKIクッキー）
　　④夢こみち（ひよこ白玉）
　　⑤(株)鹿野地鶏（因州鹿野地鶏の鳥取の
　　　 恵仕立てセット）

●鹿野そば等の加工品開発及び販売促進
　・そばかりんぼう、そばガレット　他

●ジビエの加工品開発・ブランド化・販売促進
　①イベント出展によるPR
　　シシボタンの会によるイノシシ、シカ肉料理
　　等の販売
　②加工品等
　　・イノシシカレー（因州しし肉）

B.概ね
達成

2.改善
継続

●鹿野そばの販売促進支援
　①加工品等
　　・そばかりんぼう、そばガレット　他

●生姜の販売促進支援
　①加工品等
　　・しょうがパウダー、しょうがシロップ
　　・和菓子（宝月堂、戸信商店）　他

●鹿野地鶏の販売促進支援（生産数12,093
羽）
　①鳥取地どりブランド生産拡大支援事業
　   事業主体：（株）鹿野地鶏
　　（実績：2,023千円）
　　 ・食鳥処理に係る講師招聘経費の支援
　　 ・地鶏のPR、販促活動費の支援
　②加工品等
　　・地鶏カレー、地鶏そば　他

●温泉イチゴの販売促進支援（生産量
20,340株）
　①販売先
　　・スーパーマーケット
　　・洋菓子屋、和菓子屋
　②加工品等
　　・イチゴ大福、イチゴミルクのもと　他

●ジビエのブランド化・販売促進
　①イベント出展によるPR
　　シシボタンの会によるイノシシ、シカ肉料
理等
　　の販売
　②加工品等
　　・イノシシカレー（因州しし肉）

中期（～R元年度）における総括R元年度

〇観光客の受け入れ体制
の整備及び日本文化体験メ
ニューの創出などによる海
外観光客誘致の検討

2,457 2,023
○特産物の販路開拓・拡
大と６次産業化

●鹿野城跡公園では、桜ライトアップに
よる夜桜が話題となり多くの観光客が訪

れるようになった。
●観光ツアーは、主力の城下町ガイド、
昼食の菅笠御前に鳥の劇場の観光客
受け入れによって商品化することができ

た。

●各観光商品の磨き上げ。
●観光ツアー商品の造成、エージェントに対する

ツアー受け入れ態勢の整備。

●鹿野城跡公園の魅力アップと情報発信
の強化
・桜の開花状況、桜ライトアップHP掲載（3
月下旬-4月中旬）
・桜祭りにおける屋台村開設および城跡
ボート体験の実施（3月下旬-4月中旬）

●各種イベントの支援・造成
・ええもん市(4/29)
・ふるさとミュージカル(6/10)
・蓮ウォーク（7/16）
・わったいな祭り(9/22-23)

●西日本最大級の蓮の里整備
・植付・施肥・草刈（5～7月5回）

●果樹の里山協議会による観光農園の整
備にあわせた着地型観光の推進。
・鹿野町暮らし体験（3/22～24）

- -

〇海外観光客向け観光メ
ニューの継続した開発

〇体験メニューの拡充

B.概ね
達成

3.現状
維持

④移住・定住
の促進

鹿野地域への移住・
定住を促進し地域の
活力を維持するた
め、空き家の確保・
有効活用、及び企業
誘致を図る。

②文化・芸術
の推進と関係
人口の拡大

文化芸術活動の支
援、伝統工芸や文化
の継承、及び若い
アーティストが活動
できる環境整備を行
う。

○新たな魅力創出
による観光客の誘致

○着地型観光、滞在
型観光の推進

【滞在型観光の推
進】

③交流人口
の増加

①地場産業
の振興

〇西いなば地域振興協議会
との連携による情報発信

鹿野町総合支所　「鳥取市新市域振興ビジョン」推進計画　進捗チェック状況

項目名 事業概要
目標

【基本計画・施策】

推進期間
担当課

（支所・本課）

短期（～H２９年度）における総括 H３０年度
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